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   慶慶應應義義塾塾大大学学  商商学学部部  
 
 総 論  
 
満 点  100 点 目標得点 80 点 試験時間 70 分 偏差値 69 
大問数  ４  小問数 11        

〔解答形式〕 マーク式 10/11 問 短答式 １/11 問 記述式 ０/11 問 
〔問題難易度〕 Ｃ    ０/11 問 Ｂ   ７/11 問 Ａ   ４/11 問 

※問題難易度：Ｃ難問、Ｂ合否を分ける問題、Ａ正答すべき問題、を示す 

 

Topics 
１：例年、数学以外の分野に絡めた長文問題が出題されていたが、今年はその出題がなくなり、比較的解

きやすい問題だけとなった。 

２：計算力が求められている出題が目立つ。しかし、工夫することによって楽になるものばかりだから、

日頃から計算の工夫の練習をしておくことが必要。 

３：少ないが、マーク式以外の出題をする。証明問題を含む記述にも対応できるようにして試験に臨みた

い。 

 

こんな力が求められる！ 

 標準的な問題ばかりが出題されているゆえに合格ラインは高いと思われる。確実な計算能力を養うため

に、日々計算練習を欠かさないようにしたい。 

 

 

 大 問 別 分 析  
 

【Ⅰ】 
 
予想配点 25 / 100 点 時間配分の目安 25 / 70 分 
出題分野 小問集合 (ⅰ)複素数の計算（数Ⅱ） (ⅱ)三角関数の最小値（数Ⅱ） (ⅲ)集合（数Ａ） 
出題形式 計算 
小問別難易度 ※問題難易度：Ｃ難問、Ｂ合否を分ける問題、Ａ正答すべき問題、を示す 
(ⅰ)Ａ   (ⅱ)Ｂ   (ⅲ)Ｂ 

お茶ゼミカリキュラム・テキストとの関連 

(ⅱ)センター数学ⅡＢ ４月期、ハイレベル数学ⅠＡⅡＢ ３月期① 

(ⅲ)センター数学ⅠＡ ６月期、ハイレベル数学ⅠＡⅡＢ ７月期 
 

●内容分析＆解答のポイント＆学習対策等 

(i) 実際に の値を求めようとするとできない。 と 共役複素数になっていることに気付

きたい。 

,a b 3( )a bi+ 3(a bi− )

(ii) 三角関数の最大最小問題は、sin ,cosθ θ をどちらかに集約することで解ける。本問は sinθ に集約して

新しい文字に置き換える。置き換えの際には変域の確認を忘れないように。無理数を含む因数分解にな

れておきたかった。 

(iii) ベン図を書いて考えれば比較的簡単であったはず。 
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●解答 

 (i)  より 
3( ) 4a bi i+ = + 3( ) 4a bi i− = −  

  したがって 

   
3( ) 4 4 2 3 (4 ) (2 3 )

2 3 2 3 2 3 2 3 4 9
a bi i i i i i

i i i i
− − − − − −

= = × =
+ + + − +

 

       
1 (8 12 2 3)

13
i i= − − −  

       
5 14

13 13
i= −  …（答） 

 

 (ii) 
3 1( ) (1 3)cos 2 (4 3 3)sin 2cos sin 2 (7 3 3)
2 2

f θ θ θ θ θ= − + − − − −  

    2(cos 2 1 2sin , sin 2 2sin cos )θ θ θ θ θ= − = より

       
23 1(1 3) (1 2sin ) (4 3 3)sin 2cos 2sin cos (7 3 3)

2 2
θ θ θ θ θ= − − + − − − −・  

       
2 23 1(1 3) (1 2sin ) (4 3 3)sin 4sin cos (7 3 3)

2 2
θ θ θ θ= − − + − − − −  

       
2 23 1(1 3) (1 2sin ) (4 3 3)sin 4sin (1 sin ) (7 3 3)

2 2
θ θ θ θ= − − + − − − − −  

       
3 24sin 3(1 3)sin 3 3 sin 2θ θ= − − − θ −  

   ここで sin tθ = とおくと なのだから、90 90θ− o
≦ ≦

o 1 1t− ≦ ≦  

   
3 2( ) 4 3(1 3) 3 3 2f t t t t= − − − −  

   
2( ) 12 6(1 3) 3 3f t t t′ = − − −  

     
23(4 2(1 3) 3)t t= − − −  

     3(2 3) (2 1)t t= + −  

 ( )f t の増減表は 

t  1−   3
2

−  
1
2

  1  

( )f t′  + 0  −  0  +  

( )f t 9 6 3− +  ↗  ↘
9 3 3
4 4

− − ↗  
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グラフは 

1t = − 3
2

t = −
1
2

t = 1t =

( 1) 9 6 3f − = − +

1 9 3 3
2 4 4

f
⎛ ⎞

= − −⎜ ⎟
⎝ ⎠

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 したがって 

  
1
2

t = のときすなわち
1sin , 30
2

θ θ= = o
のとき、 

最小値
9 3 3
4 4

− − をとることがわかる。 …（答） 

 

(iii)  

                      の倍数を6 x 個 
                      10 の倍数を 個 y
                      としてベン図を書くと左図のようになる。 

                       

                       
x y

0

2

２の倍数

３の倍数 ５の倍数

20個

13個 11個

 

 

 

 

  「 6 の倍数の個数は、10 と15 のうちの少なくとも一方で割り切れる要素の個数の
1
2

である」 

  を考えると 

  10 と15 のうちの少なくとも一方で割り切れる要素の個数は 
    個 0 2 2y y+ + = +

  の倍数の個数を6 x 個としているから 

    
1 ( 2
2

x y= + )  …① 

  また全ての要素の個数は 個あるから 35
     20 13 11 ( 2) 35x y+ + − + + =
   ⇔ +  …② 7x y =
  ①②より   3, 4x y= =

  したがって の倍数は 個，10 の倍数は 4 個 …（答） 6 3
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【Ⅱ】 
 
予想配点 25 / 100 点 時間配分の目安 15 / 70 分 
出題分野 座標（数Ⅱ）、数列（数Ｂ） 
出題形式 計算 
小問別難易度 ※問題難易度：Ｃ難問、Ｂ合否を分ける問題、Ａ正答すべき問題、を示す 
(ⅰ)Ａ   (ⅱ)Ｂ   

お茶ゼミカリキュラム・テキストとの関連 

センター数学ⅡＢ ７月期、ハイレベル数学ⅠＡⅡＢ ３月期② 
 

●内容分析＆解答のポイント＆学習対策等 

(i) グラフを書いて、題意を正確に把握すればそんなに難しくはない。漸化式は nA から 1nA + への推移の部

分に注目して立式する。 の漸化式と の漸化式は初項が違うだけであることに気づけば、二度立式

する必要はないし、計算も省略できる。 

na nb

(ii) 求める四角形は台形であるから、台形の面積公式にあてはめて求める。 n na b− や に注目して計

算を工夫したい。 

na b+ n

●解答 

(i)  ( ) 5 2, ( ) 2 3f x x g x x= + = +
   と をグラフに図示すると ( )y f x= ( )y g x=

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           となる 

x

y

3

2

Pn

( )y f x=

( )nf a

1( )nf a +

An

1An+
( )y g x=

1na + na

 

  したがって A ( , 5 2)n n na a +    P ( ,n na 2 3na + )  

       1 1A ( ,n na+ + 15 2na + + )  

  と の 座標は一致するから 1An+ Pn y
     15 2 2n na a+ + = + 3

1     15 2n na a+ = +

    1
2 1
5 5n na a+ = +  

http://www.ochazemi.co.jp/
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  そして 1
5
3

a = であるのだから 

    

1

1

2 1
5 5

5
3

n na a

a

+
⎛ = +⎜
⎜
⎜

=⎜
⎝

 という漸化式を解けば が求まる。 na

    1
1 2 1
3 5 3n na a+

⎛ ⎞
− = −⎜

⎝ ⎠
⎟  と変形すると、 

数列
1
3na

⎧ ⎫
−⎨

⎩ ⎭
⎬は、初項 1

1 4
3 3

a − = で公比
2
5

の等比数列であるから 

    

1
1 4 2
3 3 5

n

na
−

⎛ ⎞
− = ⎜ ⎟

⎝ ⎠
 

    

1
4 2 1
3 5 3

n

na
−

⎛ ⎞
= ⎜ ⎟

⎝ ⎠
+  …（答） 

  また、 B も とまったく同じ動き方になるのだから n An

    1
2 1
5 5n nb b+ = +  

  という漸化式が成立し、その違いは 1
4
3

b = のみである 

    

1

1

2 1
5 5

4
3

n nb b

b

+
⎛ = +⎜
⎜
⎜

=⎜
⎝

 という漸化式を解けば が求まる。 nb

    1
1 2 1
3 5 3n nb b+

⎛ ⎞
− = −⎜

⎝ ⎠
⎟  （← ○注  実はここまで同等性がある!!）と変形すると、 

    数列
1
3nb

⎧ ⎫
−⎨

⎩ ⎭
⎬は、初項 1

1 1
3

b − = で公比
2
5

の等比数列であるから 

    

1
1 21
3 5

n

nb
−

⎛ ⎞
− = ⎜ ⎟

⎝ ⎠
・  

    

1
2 1
5 3

n

nb
−

⎛ ⎞
= +⎜ ⎟
⎝ ⎠

 …（答） 
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(ii)  

 

x

y

3

2

Pn

y f ( )x=

Bn

2 3nb +

An

1An+

 

 ( )y g x=

1na + na

1Bn+

2 3na +

nQ

nb1nb +

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  求める面積は図の斜線部分である 

  台形の面積公式より 

    { } {1 1 1 1
1A B P ( ) ( ) (2 3) (2 3)
2n n n n n n n n n na a b b a b+ + + += − + − × + − +Q }  

          { }1 1
1 ( ) ( ) 2(
2 n n n n n na b a b a b+ += + − + × − )  

          { }1 1( ) ( ) (n n n n n na b a b a b+ += − + − + )  

    1 1

(i)
2 1 2 1
5 5 5 5
2 2( )
5 5

n n n n

n n

a b a b

a b

+ +

⎛ ⎞
⎜ ⎟
⎜ ⎟
⎜ ⎟

+ = + + +⎜ ⎟  
⎜ ⎟
⎜ ⎟
⎜ ⎟= + +⎜ ⎟
⎝ ⎠

で立式した漸化式より

であるから

          
2 2( ) ( ) ( )
5 5n n n n n na b a b a b

⎧ ⎫
= − + − + −⎨ ⎬

⎩ ⎭
 

          
3 2( ) ( )
5 5n n n na b a b

⎧ ⎫
= − + −⎨ ⎬

⎩ ⎭
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1 1

1

1 1

1

(1)

4 2 1 2 1
3 5 3 5 3

7 2 2
3 5 3

4 2 1 2 1
3 5 3 5 3

1 2
3 5

n n

n n

n

n n

n n

n

a b

a b

− −

−

− −

−

⎛ ⎞
⎜ ⎟
⎜ ⎟
⎜ ⎟

⎛ ⎞ ⎛ ⎞⎜ ⎟+ = + + +⎜ ⎟ ⎜ ⎟⎜ ⎟⎝ ⎠ ⎝ ⎠⎜ ⎟
⎜ ⎟⎛ ⎞⎜ ⎟= +⎜ ⎟⎜ ⎟⎝ ⎠
⎜ ⎟
⎜ ⎟⎛ ⎞ ⎛ ⎞

− = + − −⎜ ⎟⎜ ⎟ ⎜ ⎟
⎝ ⎠ ⎝ ⎠⎜ ⎟

⎜ ⎟
⎛ ⎞⎜ ⎟= ⎜ ⎟⎜ ⎟⎝ ⎠⎝ ⎠

の結果より

であるから

 

          

1 1
1 2 3 7 2 2 2
3 5 5 3 5 3 5

n n− −⎧ ⎫⎛ ⎞⎛ ⎞ ⎛ ⎞⎪ ⎪⎜ ⎟= × + −⎨ ⎬⎜ ⎟ ⎜ ⎟⎜ ⎟⎝ ⎠ ⎝ ⎠⎪ ⎪⎝ ⎠⎩ ⎭
 

          

1 1
1 2 7 2 2 2
3 5 5 5 5 5

n n− −⎧ ⎫⎛ ⎞ ⎛ ⎞⎪ ⎪= × + −⎨ ⎬⎜ ⎟ ⎜ ⎟
⎝ ⎠ ⎝ ⎠⎪ ⎪⎩ ⎭

 

          

21
7 2

15 5

n−⎧ ⎫⎛ ⎞⎪ ⎪= ⎨ ⎬⎜ ⎟
⎝ ⎠⎪ ⎪⎩ ⎭

 

          

17 4
15 25

n−
⎛ ⎞= ⎜ ⎟
⎝ ⎠

 …（答） 

 

 

【Ⅲ】 
 
予想配点 25 / 100 点 時間配分の目安 15 / 70 分 
出題分野 微積分（数Ⅱ） 
出題形式 計算 
小問別難易度 ※問題難易度：Ｃ難問、Ｂ合否を分ける問題、Ａ正答すべき問題、を示す 
(ⅰ)Ａ   (ⅱ)Ｂ   (ⅲ)Ｂ 

お茶ゼミカリキュラム・テキストとの関連 

センター数学ⅡＢ ６月期、ハイレベル数学ⅠＡⅡＢ ６月期 
 

●内容分析＆解答のポイント＆学習対策等 

(i)  判別式を用いればよい。 

(ii) 積分区間を分けて積分するよりも、三角形から不必要な部分を除くという計算のほうが圧倒的に早い。

求積の工夫の習慣をつけておきたいところ。 

(iii) ∠ であることが判れば、直線 の式の傾きは であることがわかり、通過点がわか

っているから式が求められる。面積は『

P R 60= oQ m tan 30o

1
6
公式』と『解と係数の関係』を利用する。 

( ) { }
3

3 2 2( ) 4

6 6

α β αββ α + −−
= の変形を常識にしておきたい。 

http://www.ochazemi.co.jp/
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●解答 

   
2 9

4
y x= − +  … 切片がy 9

4
で 軸に関して対称な放物線 y

   3( )y x k= −  … 傾きが 3 で ( , を通る直線 0)k

 y

 

 

 

 

 

 

 

 

 (i) 連立方程式 

    

2 9
4

3( )

y x

y x k

+

= −

⎛ = −⎜

⎜
⎝
⎜  …（＊） 

  が重解をもてばよいから 

    
2 9 3( )

4
x x k− + = −  

    
2 93 3

4
x x k+ − − = 0  の判別式を とすると D

    
2 93 4 3

4
D k

⎛ ⎞
= − − −⎜ ⎟

⎝ ⎠
（ ）  

     3 4 3 9k= + +  

     12 4 3k= +  

    12 4 3 0 3k k+ = ⇔ = −  …（答） 

  これより実際に（＊）の交点を求めると 

   
3 3P  …（答） ,

2 2
⎛ ⎞
−⎜ ⎟⎜ ⎟
⎝ ⎠

 

 (ii) 2 9 30 0
4 2

x x x
⎛ ⎞⎛ ⎞

− + = ⇔ + − =⎜ ⎟⎜ ⎟
⎝ ⎠⎝ ⎠

3
2

 より 

    
3R , 0
2

⎛ ⎞
−⎜
⎝ ⎠

⎟  である。 

x

9
4

Q R
2y x 9

4
= − +

P

3(y x )k= −

http://www.ochazemi.co.jp/
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y
 

 

 P

Q R

 

 

xH 

 

 

   図のように をとると求める面積は H

 

             −          

3
22

3
2

1 3 3 9
2 2 2 4

x dx
−

−
= − − +∫・ ・ （ ）  

 

 

    

3
23

3
2

3 3 1 9
8 3 4

x x
−

−

⎡ ⎤
= − − +⎢ ⎥

⎣ ⎦
 

    
3 3 3 9 3 9 27

8 8 8 8 8

⎧ ⎫⎛ ⎞ ⎛ ⎞⎪ ⎪= − − − −⎜ ⎟⎨ ⎬⎜ ⎟⎜ ⎟ ⎝ ⎠⎪ ⎪⎝ ⎠⎩ ⎭
 

    
3 3 93

8 4
⎛ ⎞

= − − +⎜ ⎟
⎝ ⎠

 

    
11 93
8 4

= −  …（答） 

 

 

P

H

P

HR

3
2

3
2

Q
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 (iii) 直線 l の傾きが 3 であるから 

     P R 60∠ = oQ

   したがって、直線 とm x 軸とのなす角は 30 となるため直線 の傾きは
o m 1

3
 

   また直線 はm ( 3, 0)− を通るので 

   
1 1( 3)
3 3

1y x= + = x +  と決定する 

30o
30o

3−

l

m

3傾き
 

 

 
1
3

傾き

 

 

 

 

  したがって求める面積は 

x α= x β=

1
3

y x 1= +

 

 

 

 
2y x= −

9
4

+

 

 

  上図の斜線部分である 

  ここで連立方程式 

    
2

1 1
3

9
4

y x

y x

⎛ = +⎜
⎜  
⎜

= − +⎜
⎝

  のすなわち 

    
2 9 1 1

4 3
x x− + = +  

    
2 1 5 0

43
x x+ − =   の２解を ,α β とおくと 

  解と係数の関係より 

http://www.ochazemi.co.jp/
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1
3

5
4

α β

αβ

⎛ + = −⎜
⎜
⎜

= −⎜
⎝

 …（☆） 

  ,α β を用いて求める面積を計算すると 

     
2 9 1 1

4 3
x x d

β

α

⎧ ⎫⎛ ⎞ ⎛ ⎞⎪ − + − +⎨ ⎬⎜ ⎟ ⎜ ⎟
⎪ ⎝ ⎠⎝ ⎠ ⎭⎩

∫ x  

    2 1 5
43

x x d
β

α

⎛ ⎞
= − + −⎜ ⎟

⎝ ⎠
∫ x  

    ( ) ( )x x d
β

α
α β= − − −∫ x  

    
31 ( )

6
β α= −  

    { }
3

2 21 ( )
6

β α= −  

    { }
3

2 21 ( ) 4
6

α β αβ= + −  

  （☆）を代入すると 

    

3
2 21 1 54

6 43

⎧ ⎫⎛ ⎞⎪ ⎪= − +⎨ ⎬⎜ ⎟
⎝ ⎠⎪ ⎪⎩ ⎭

・  

    

3
21 1 5

6 3
⎛ ⎞

= +⎜ ⎟
⎝ ⎠

 

    

3
21 16

6 3
⎛ ⎞= ⎜ ⎟
⎝ ⎠

 

    
32 3

27
=  …（答） 
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【Ⅳ】 
 
予想配点 25 / 100 点 時間配分の目安 15 / 70 分 
出題分野 空間ベクトル（数Ｂ） 
出題形式 計算 
小問別難易度 ※問題難易度：Ｃ難問、Ｂ合否を分ける問題、Ａ正答すべき問題、を示す 
(ⅰ)Ａ   (ⅱ)Ｂ   (ⅲ)Ｂ 

お茶ゼミカリキュラム・テキストとの関連 

(ⅱ)センター数学ⅡＢ ３月期②、ハイレベル数学ⅠＡⅡＢ ５月期 
 

●内容分析＆解答のポイント＆学習対策等 

(i) ２種類の内積の定義を計算することから、 cosθ の値が求められる。内積の定義は２つあることに留意

しておきたい。 

(ii) として、△ で余弦定理を用いればよい。内積と余弦定理の関係性を知っておきたい。

同時に使えることが多い。 

O Ot=
uuur uuur

　Q B OAQ

(iii) OR
x
y
z

⎛ ⎞
⎜ ⎟= ⎜ ⎟
⎜ ⎟
⎝ ⎠

uuur
として、順番に条件をあてはめていけば解ける。３文字の連立方程式になるが、工夫して

計算すればそんなに難しくはない。 

●解答 

 (i) 2 2 2OA 3 0 0 3= + + =
uuur

 

   
22 2OB 3 3 3 21= + + =

uuur
 

  内積の定義より 

   OA OB OA OB cos 3 21cosθ θ= =
uuur uuur uuur uuur

・  

  また、 

   

33
OA OB 0 3 9

0 3

⎛ ⎞⎛ ⎞
⎜ ⎟⎜ ⎟= =⎜ ⎟⎜ ⎟

⎜ ⎟ ⎜ ⎟⎝ ⎠ ⎝ ⎠

uuur uuur
・ ・  

  これらは一致するから 

   3 21cos 9θ =  

      
21cos
7

θ =  …（答） 
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B

 (ii)  
                   左図のように点 を考えて Q

                   とする。 O Ot=
uuur uuur
Q

                       (0 1)t< <  

 

 

    AO A AO A cos 60= o
uuur uuur uuur uuur

・ Q Q  

    
1AO A AO A
2

=
uuur uuur uuur uuur

・ Q Q  

    ( ) 1OA O OA OA O OA
2

− − = −
uuur uuur uuur uuur uuur uuuur

・ Q Q  

    
2 1OA O OA OA O OA

2
− + = −
uuur uuur uuur uuur uuur uuuur

・ Q Q  

    
3OA O 9 O OA
2

− + = −
uuur uuur uuur uuuur

・ Q Q  

    

OA O OA O cos

213 21
7

9

t

t

θ

⎛ ⎞
⎜ ⎟

=⎜ ⎟
⎜ ⎟
⎜ ⎟  

=⎜ ⎟
⎜ ⎟⎜ ⎟=⎝ ⎠

uuur uuur uuur uuur
ここで

・

・ ・

であるから

Q Q

    
39 9 O OA
2

t− + = −
uuur uuur
Q  

    6 6 O OAt− + = −
uuur uuur
Q  

  両辺 2 乗すると 

    
2 2236 72 36 O 2O OA OAt t− + = − +

uuur uuur uuur uuur
・Q Q

1

 

    36  2 272 36 21 18 9t t t t− + = − +
    15  2 54 27 0t t− + =
    5 1  2 8 9 0t t− + =

    (5   3) ( 3) 0t t− − = 0 t< < より  
3
5

t =  …（答） 

θ

3O A

B

60o

Q
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 (iii) OR
x
y
z

⎛ ⎞
⎜ ⎟= ⎜ ⎟
⎜ ⎟
⎝ ⎠

uuur
とおくと 

    OR r=
uuur

 より 2 2 2 2x y z r+ + =  …① 

    と のなす角は より OR
uuur

OA
uuur

30o

     OR OA OR OA cos30= o
uuur uuur uuur uuur

・  

         
33

2
r= ・・  

         
3 3

2
r=  

   また 

      

3
OR OA 0 3

0

x
y x
z

⎛ ⎞⎛ ⎞
⎜ ⎟⎜ ⎟= =⎜ ⎟⎜ ⎟
⎜ ⎟⎜ ⎟
⎝ ⎠⎝ ⎠

uuur uuur
・

   これらは一致するから  
3 3 3

2
r x=  …② 

     

3

OR OB 3 3 3 3
3

x
y x y
z

⎛ ⎞⎛ ⎞
⎜ ⎟⎜ ⎟= = +⎜ ⎟⎜ ⎟

⎜ ⎟⎜ ⎟⎝ ⎠⎝ ⎠

uuur uuur
・ z+  

   となり、 OR と の内積は
uuur

OB
uuur

2 3r であるから 

 3 3 3 2 3x y z r+ + =  …③ 

   ①②③を連立して解くと 

     
3 1 3 1 3R , , 0 , , ,

2 2 2 4 4
r r r r r

⎛ ⎞ ⎛
−⎜ ⎟ ⎜⎜ ⎟ ⎜

⎝ ⎠ ⎝

⎞
⎟⎟
⎠
 …（答） 
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